
H30 「はばたく群馬の指導プラン」
推進校公開授業研究会

平成３１年 １月２４日（木）

館林市立第七小学校



第七小学校

地域との交流（稲作） 特別支援学校との交流 教科担当制による体力の向上

各学年１クラス ＋ 特別支援学級２クラス 計８クラス

○新体力テスト結果 全校児童の６７％がA判定

３０年以上続いている交流

新学習指導要領を見据えた図工の取組 新聞コンクールへの積極的な参加

○ 全国教育美術展 学校賞 ○市内新聞コンクール 全クラス入賞



国語・算数の授業担当
（公開授業クラスのみ）

１学年 国語・算数…担任

２学年 国語…担任 算数…専科

３学年 国語・算数…担任

４学年 国語…担任 算数…専科

５学年 国語…担任 算数…専科

６学年 国語…４学年担任 算数…担任



仮説検証研修

１．課題の明確化（実態把握）

２．研修の目指す子どもの姿

４．仮説（手立て）

検証

研修紀要作成

３．重点課題

指導力向上研修

前年度の校内研修からの課題や子どもの実態について分析

研修主題

Ｐ 研修計画書

Ｃ 検証

Ａ 成果と課
題の分析

実践的
研究

学習指導要領 学校教育目標 目指す子どもの姿・教師の姿 校長の経営方針

Ｄ 研究授業
（一人一研究授業）



①読むより見て学ぶ
②ベテランからのアドバイス
③チームでレベルアップ

チェックリスト２５の活用

２ 課題とその原因の分析（現状の背景）

ア,学ぶ必要性のある「めあて」の設定ができていない。など

指導力向上研修
（館林七小）

１ 現状の把握 （教師の指導の状況、子どもの姿・意識等）

ア,対話的で深い学びになっていない。

手立て （「はばたく群馬の指導プラン」を活用した授業づくり）

授業実践
ＰＤＣＡ
サイクル

チームによる授業実践

師範授業、参観授業を計画的
に実施（参観→研究会）

一人一実践まとめ（Ａ４、１枚）の報告書

管理職や学力コーディ
ネーターによる参観と助言

手立てを修正

３．目標

（目的意識をもち、対話的で深い学びのできる児童の育成）

見えてきた成果・課題

学習指導要領 学校教育目標 目指す子どもの姿・教師の姿 校長の経営方針

はばプラ・学校教育の指針・
群馬県教員育成指標
（実践の手引きより）

はばプラ・学校教育の指針・
群馬県教員育成指標

（実践集・実践の手引きより）



１ 研修主題、手立て設定までの流れ

第七小学校 学校教育目標：「進んで学び、心豊かで、心身ともにたくましい児童の育成」

教師側①

単学級で相談
の場が少なく、
授業に不安を
感じている。

教師側②
ベテランが若手に
指導する時間と場
を生み出し、職員全
員のスキルアップを
図ることが必要

教師側③
一人一人の担
当分掌が多く、
研修会議に多
くの時間をか
けられない。

現 状

「はばたく群馬の指導プラン」を基に、教師全体の指導力を高めていく研修

研修主題「目的意識をもち、対話的で深い学びのできる児童の育成」

手立て１
読むより見て学ぶ

手立て２
ベテランからのアドバイス

手立て３
チームでレベルアップ

教師側①

一人で考えるのではなく、
チームで考えることで見
通しをもたせ、自信を
もって指導にあたれるよ
うにすることが必要

教師側②
若手教諭が
多く、基本的
な授業の流
れのスキルを
身に付ける必
要がある。

教師側③
校務分掌の内容の精
選を図り、研修時間
の確保し、効率よく研
修を行うことが必要

課題とその原因分析

児童側①

対話的で深
い学びになっ
ていない。

児童側①
児童にとって、必要
性のある「めあて」
の設定ができてい
ない。



２ 具体的な手立て→目指す教員の姿（意識）

手立て１
読むより見て学ぶ

手立て３
チームでレベルアップ

手立て２
ベテランからのアドバイス

○指導力向上
○相談し合う雰
囲気の高まり 「指導の仕方が分

かってきた！」

「はばプラに
七小のアイ
ディアをプラ
スしよう！」

「他の先生の授業
から学ぼう！」

「気軽に相談
できる！」

「もっとよい授
業をしよう！」



３ 実践内容

① 「はばたく群馬の指導プラン」を基にした「授業の進め方」
についての検討、説明会の開催

①「算数の授業の進め方」
の共通理解

③ビデオを使用した授業研究会② 公開授業

手立て１ 読むより見て学ぶ ～授業の進め方の共通理解～

４月の実践

② 学力向上コーディネータによる公開授業

③ ビデオを使用した授業研究会→「授業の進め方」の修正
→それぞれの教師が実践



３ 実践内容

①「授業構想シート」を活用した公開授業

①はばプラ
｢授業構想シート」の活用

②授業の振り返り ③全体への報告

手立て２
ベテランからのアドバイス ～学期３回の公開授業と授業参観～

今日のめあてはどの程度達成できた？
【ベテラン】

下位群のつまづきに対して、支援が十分に
できなかったと思います。【若手】

② 授業の振り返り

③ 全体への報告→実践内容を次の授業実践に生かす

④ 日常的な授業参観



３ 実践内容

① 「授業構想シート」の活用、「本時の展開」のみの指導案
② 全教員を２ブロックに分け、授業内容の検討→実践授業

→授業の振り返り→全体への報告→次の授業実践に生かす

手立て３
チームで授業レベルアップ ～学期１回のブロック授業の実施～

「めあて」の言葉の設定が難しいです。【若手】
この場面において、先生がまとめすぎ
たと思う。もっと、子どもの言葉が拾え
るとよかった。【ベテラン】

明日、私の算数の時間導入を見に来られる？
工夫してみるよ？【ベテラン】

確かに時間がなかったので、急ぎ
すぎた気がします。【若手】



国語 単元のつくり方

※ 指導事項配列表の活用

①身に付けさせたい資質・能力を明確にする。
（学習指導要領・児童の実態・教材の特徴など）

② 「最適な言語活動」の設定
「身に付けさせたい資質・能力」が達成できる言語活動

③単元構想
・教師の教材観
・各学年の発達段階
・児童の実態
・各指導過程での工夫

④指導案・実践



国語の授業構想シート
＜研修を進めていく中で・・・＞
課題、手立て（学習活動）、身に付けさせたいことを分かりやすく明記

（本時において、「何を」「どのように」身に付けさせたいのかのイメー
ジがもてるようなレベルの表現）

学習指導要領の解説の文言を参考に
既習事項を活用する力を明記

＜上段＞
・児童の活動
・主な児童の反応
（期待する反応を中心に）

・（下段）
授業の流れに関する支援

構造的な板書（児童のつぶやき・ま
とめに必要なキーワードを盛り込む）

授業の流れ （国語３、算数４）

児童の表現レベルで



算数 単位時間の授業展開の確立
○「算数の授業の進め方」

・まとめを意識しためあての設定
→児童の気付き、発言を生かして

・結果の見通し
方法の見通し（既習事項の活用）

・個別追究→個別支援 既習事項の確認
指名計画 ペア活動

・全体共有→まとめに関わる大事な考え方
を板書でちりばめておく

・まとめ→自分の言葉で

・適応問題

・学習感想→学んだことの整理（一般化）
よいと思った考え方
次に生かしていきたいこと

めあての設定

交流活動の進め方

まとめ方



「チェックリスト２５」の活用 教員の振り返り

学習規律の
確立が課題

導入を工夫し、児童が課
題解決にむけて話し合え
るように…

学習感想やまとめ
を、自分のことばで
表現させたい

児童が、自分で考え、全体で練り上げていく力がついた！

ゴールまでの流れを意識した授業作りが定着した！

４ 月 １２ 月９ 月

２年目教員

ベテラン教員



さらに… 実践を通して気付いたこと

振り返り 構造的な板書

全員参加の授業既習事項の明確化

小集団での学び合い

操作的活動

視覚的に分かりやすい
掲示物



４ 現段階の成果と課題

成 果

手
立
て
１

手
立
て
２

手
立
て
３

◎４月当初に共通理解を図った結果、 単元全体や単位時間の
授業の進め方について、職員全体で同じイメージをもつことが
でき、５月以降の授業実践に生かすことができた。

◎「授業構想シート」を活用した学期３回の公開授業を行うこと
により、「身に付けさせたい資質・能力」や「表れてほしい児童の
意識」を意識しながら、授業の流れや板書の仕方を工夫する授
業ができるようになってきた。また、授業研究会を行い、課題を
見付けたり、その解決策を全体で共通理解することにより、若
手が以前より自信をもって授業に取り組むことができている。

◎ブロック授業を行ったことにより、発問の仕方や授業の進め
方だけでなく、教材観や学習のルールや学び方の指導なども
学び合い、指導力の向上につなげることができた。



・互いに授業を見て学ぶシ
ステム（空き時間の活用）

・場面を絞っての参観

・資料の事前配布 視点を
明確にした授業検討

・「見て学ぶ」の範囲を広げ
る

・学期３回の公開授業の在
り方（現在、管理職、学力
向上コーディネーターしか
参観できないことが多い）

・より有効なブロック授業の
在り方

課 題
本年度中に具体的な案（実践レベル）
を作成し、来年度に提案していく

・児童の実態に合わせた授業展開の工夫
・教科、教材の本質をつかんだ教材解釈・授業展開


